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「空手に先手なし」 と言われるように空手は常に受けから始まる． ただ自分の身を防禦するとい

う事は非常に難しく， 相手の攻撃を冷静に判断して， 自分の体勢を有利に導くようにいろいろの変

化ある受けをしなければならない． 例えば強い受けで相手の攻撃してくる手脚に強大な 打撃 を 与

え， その攻撃意欲を粉粋したり相手の手脚を軽く受け流したり， 受けてから間髪を入れずに反撃に

転じ受けと反撃を一呼吸で行なうなど沢山あるが， ｂｏｘｉｎｇ

　

その他の格技には見られない蹴りに対

する防ぎ方もある．
手や腕ばかりでなく， 足・脚でも同じように利用するのは空手だけが持つ防ぎわざである． この

ような手や足による強力な攻撃をいかにして防ぐかは， 力学的に見て大変興味があり最も有効な技

術でなければならない， 筆者は突きや蹴りに対する数種類の受けを力学的に分解しながら考察を進

めて行きたい．

（６４）
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Ｆｉｇ．１（ｂ）

Ｆ．：ｆｏｒｃｅｏｆｄｒｏｐｐｉｎｇｂｌｏｃｋ

翼２：ｆｏｒｃｅｏｆｒｅｖｅｒｓｅｐｕｎｃｈ

α‘：ｄｒｏｐｐｉｎｇａｃｃｅｌｅｒａｔｉｏｎｏｆｂｏｄｙ

　

水月， 胸部を突いてくる相手の拳を身を少し沈めながら手掌部で上から叩き落して受け拳の方向

を変え速度をにぶらす．Ｆｉｇ．１（ｂ）のように相手が逆突きで空いて来た場合に上から叩き落すので

ある，Ｆｉｇ，１（ａ）に示すように向って右側の受けの前腕の長さを ｑ その鉛直線とのなす角を β と

すれば掌部の変位 の は

の＝ 一ｑｃｏｓβ （１）

前腕の角速度を 物 とすれば叩き落す速度 物 は

劫＝ｑのＱｓｉｎβ （２）

となる， 角速度 の は

”ド メ（穿）
２
＋＊ｉｎ（”）

　　　　　　　

（３）

　　

のｑ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）ｔａｎリニ
石 鑓云

角加速度 αの〆防 が大で角速度 のＱが小で角度 β が 穴／２に近い時には加速度碗 は最大となる． 前

腕の質量を ７れｑ とすォ ば肱を軸としてふり落す掌部の力 凡 は

学 〒／樗 齢のド（６ゆ

　　　　　　　

る）

身全体で沈む加速度を ＆， 体重を “⑦とすれば， その力 足 は

（６）

従って， 掌にかかる力の総和 Ｆ． は

Ｒ 切に 守 ／（密）
２
十のＡｓｉｎ（６＋“）＋＠－ ＊

　　　

（７）

この場合

　

夕れ＞“２Ｑ

　

なので体を沈める力は掌部に大きく効いて来るのである． 従って攻撃側が逆突

きでつき出した力 Ｆ２
１） は可成り大きいが上からの叩き落しの力 ぞ， によって Ｆｉｇ，１（ａ）の如く下

方に落ちるのである．
Ｆ．＞Ｆ２ の場合は げ，＞４５０ であり， 凡 ＜ ２ な ら β，＜４５０ となり余り小さ

い Ｆ，なら突かれてしまう． ただし攻撃側も余分な距離を突き出さないので滅多に受ける人の体に

は当らない，

′

　

ぬに

　

、
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Ｆｉｇ，２（ａ） Ｇｅｄａ距ｂａｒａｉ（ｄａｗｎ ｗｏｒｄｂｌｏｃｋ）

　　　　　　　　　　

Ｆｉｇ，２（ｂ）

丑６：ｆｏｒｃｅｏｆｆｏｏｔｅｄｇｅｋｉｃｋ

な：ｆｏｒｃｅｏｆｄｏｗｎ ｗｏｒｄｂｌｏｃｋ

β２：負ｏｗｉｎｇａＩＩｇｌｅｏｆｆｏｏｔｅｄｇｅｋｉｃｋ

前腕の尺骨側手首部分で， 腹部・金的を突いてくる相手の腕， 蹴ってくる下腿を斜めに捻りなが

ら打ち下して， 相手の足を Ｆｉｇ．２（ｂ） のように β２の方向に飛ばす， 下段攻撃に対する受けとして

は代表的な基本わざである．
落し受けは正面下方に掌部を叩き落したが， 下段払いは体の中央より側面下に捻り乍 ら落 す の

で， 前腕の運動の理論は落し受けと同じで良いが， 外に尺骨を軸としての前腕の回転に伴う加速度

と腰の回転による力が加わる．

　

今手首部分の幅を ２れ とし前腕の尺骨を軸としての回転の角加速度をα′とすれば， 回転によっ

て増す力 Ｆ九 は

（８）Ｆ′，＝’”Ｑγ．α′／２

である． 又体の鉛直中心軸に対する慣性モーメントを ヱとし， 角加速度を α として中心軸から手

首部分までの距離即ち腕の長さを Ｐ とすれば， それによって増加する力 Ｆｏは

凡＝座／Ｐ （９）

凡

　

がいわゆる腰による力で

　

／

　

が可成り大きいので腕だけよりずっと大きい力が生ずる， それで

Ｆｉｇ．２（ａ）の如く相手の下腿を払う力の総和 Ｆｄ は（５），（８），（９）より

＆＝＆＋＆＋』 字 亥 熱
２
＋の鐘 斜め十 ギプ卓

　　

（１０）

となり相当大きな力になる，

Ｓ４． 足底 回 し受 け

　

足底で水月・下腹部を蹴ってくる相手の下腿あるいは突いてくる前腕接骨部を外側から回しなが

ら横から払い即座に相手の腹部を足刀で蹴返す， 前蹴の力 兄２）で攻撃して来た場合の受けは Ｆｉｇ，

３（ａ）に示すように回蹴と同じく足底回し受けの力 Ｆ５
２） は

凡≠〆／（券）
２
十のも（瀞粥ー吻ド し，）

　

“／ 階）
２
十のみ辱十ｍ）鵬（ヂｒ ｍ

　　　　　

（１１）
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●

　　　　　　　

Ｆｉｇ，３（ｂ）

凡：ｆｏｒｃｅｏｆｆｒｏｎｔａｌｋｉｃｋ

居５：ｆｏｒｃｅｏｆｃｉｒｃｕｌａｒｓｏｌｅｂｌｏｃｋ

β３：畳ｏｗｉｎｇａｎｇｌｅｏｆｆｒｏｎｔａｌｌくｉｃｋ

の強さで相手の下腿を横に払う， ただし （１１） 式の右辺の第１項は腹を回転した時の身体の側方へ

の力， 第２項は大腿の側方への力， 第３項は下腿の中心及び足の側方への力である．Ｆｉｇ，３（ｂ）に

示すように足底回し受けの力 凡 が強い程， 相手の前蹴の力 風 を出す前足を大きく払い， その流

れる角度 β３が増す．

Ｓ５． 手

　

刀

　

受

　

け

肘を曲げ前腕を内方に回転させ乍ら手刀で斜めに切り下すようにして受けとめる． この場合手は

指先に力を入れてのばし掌部を強く広げるような気持で， 小指側面に力を充実させその部位を刀の

ように使って

　

Ｆｉｇ．４（ｂ）のように相手の攻撃を打ち払う， 即座に手を開いたまま受けるので相手

の前腕がとれ易い，Ｆｉｇ．４（ａ）に示すように左側の受けの前腕の長さを

　

ｑ， 体の左右水平線と●のな

す角を ゅ とすれば掌部の変位 ｑ２ は

（１２）物ニ ーｑＣＯＳの

前腕の角速度を のＱ，とすれば横に払う速度 物．は

　　　　　　

物１＝ｑのＱ１ｓｉｎの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　　

（１３）

角速度 偽，は

Ｆ３

　　　

◎←あ き
〆

　　

－ － ，

　　　

－

　　　　　

ん

Ｆｉｇ，４（ａ） Ｓｈｕｔ６ｕｋｅ（ｋｎｉｆｅ‐ｈａｎｄｂｌｏｃｋ）

　　　　　　　　　　　　　

Ｆｉｇ．４（ｂ）

Ｆ３：ｆｏｒｃｅｏｆｂｌｏｗｉｎｇｐｕｎｃｈ

互に：ｆｏｒｃｅｏｆｋｎｉｆｅ‐ｈａｎｄｂｌｏｃｋ

β４：賃ｏｗｉｎｇａｎｇｌｅｏｆｋｎｉｆｅ‐ｈａｎｄｂｌｏｃｋ

（６７）
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４ 醐 火 勢）
２
十の４，血＠＋◎

　　　　　　　　

（１４）

『 Ｆ 詩 溺

　　　　　　　　　　　

（１５）

角加速度 αのＱ．／鰭 が大で角速度 のＱ．が小で角度 の が ”／２ に近い時は加速度 偽， は最大となる，
実際に手刀受けは の が 冗／２ の近くで行なわれている． 今前腕の質量を 伽ｑとすれば， 肱を軸とし
て小指側面で相手の拳を横に払う力 元．は

今手刀の中を ２γ．， 前腕の角加速度を α′とすれば， その回転によって力 ′， が生ずる，

（１７）

よって横に払う力の総和 Ｆた は （１６），（１７） より

劃 きみ，＝字／（券）
２
十のみ，血＠＋“＋’学′

　　　

（１８）

となり前腕の回転は相当効いてくる．

Ｓ６． 流

　

し

　

受

　

け

　

顔面への突きに対し Ｆｉｇ．５（ａ） のように， 相手の突手と反対側斜め後方に下りながら， いった
ん前方に出した相対する前腕を， 肱を軸として上方へ回転して， 握った手首部分を耳上に引き寄せ
てその脊側で受け流す，Ｆｉｇ．５（ｂ）に示すように， 相手の前腕はほとんど受けの前腕に触れないの
で攻撃の方向は変える事はできない． 相手の腕が突き伸びて来るのにタイミングをあわせ， 突き進
んでくる峯のコースを自然に滑らかに変えさせてしまうことである．

Ｆｉｇ，５（ｂ） は流 し 突 き の 力

凡 に対して， 受けは前腕と上腕の角度 β５で流した所である．

Ｆｉｇ．５（ａ） Ｎａｇａｓｈｉ‐ｕｋｅ（ｓｗｅｅｐｉｎｇｂｌｏｃｋ）

　　　　　　　　　　

Ｆｉｇ，５（ｂ）

お３：ｆｏｒｃｅｏｆｆｌｏｗｉｎｇｐｕｎｃｈ

β５：ｄｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆｆｏｒｅａｒｍ

尽７． 上

　

段

　

受

　

け

左受けの場合は

　

Ｆｉｇ．６（ａ）のように左拳を右前上方に突き上げるようにし， 前鱒を充分に内捻
して相手の突きを斜め下方よりはね上げて流れるようにする， 腕の力で受けようとすると， 肘が起
きて前膳で相手の突きを下から押し上げるようになり， もし相手の突く力が自己の力にまさるとき

（６８）
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Ｆｉｇ．６（ａ） Ｊｙ６ｄａｎ‐ｕｋｅ（ｂｌｏｃｋａｇａｉｎｓｔｈｅａｄ）

　　　　　　

Ｆｉｇ，６（ｂ）

　　　　　　

Ｆｉｇ．６（ｃ）

ぞ３：ｆｏｒｃｅｏｆｂｌｏｗｉｎｇｐｕｎｃｈ

Ｆ綿：ｕｐｐｅｒｆｏｒｃｅｏｆｂｌｏｃｋａｇａｉｎｓｔｈｅａｄ

を；ｓｉｄｅｆｏｒｃｅｏｆｂｌｏｃｋａｇａｉｎｓｔｈｅａｄ・．，
６：ａｎｇｌｅｏｆｂｒａｃｈｉｕｍ

　　　　　　　　　　　　　

り：ａｎｇｌｅｏｆｆｏｒｅａｒｍ

は受ける事が出来ない． Ｆｉｇ．６（ｃ）のように斜め下方からはね上げて， 相手の拳の方向はそれて流

れるので， 相手の力が自己の力に優るとも楽に受ける事ができるのである， この場合に受けはＦｉｇ，

６（ｂ）のように体の前方を下から上にくの字形のカーブを描くのである． 上腕の長さを γ， 腕のつ

け根の鉛直軸とのなす角を ６ とすれば， 上腕の中心の側方への変位 衿 は

れ 一 ｓｉｎβ （１９）
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前腕の角加速度を α′， 中心の中を ２γ２ とすれば， その回転による力 Ｆ′２は
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次に上方への受けを計算する． 側方への変位を計算する時と同じように鉛直軸とのなす角をβとす

れば， 上腕の中心の上方への変位γ綿は

γ％一 言ｃｏｓβ
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となる． 但し上腕の角度 ６＝”／２ なるとき， 角加速度 αの／防 が大で角速度 の が小ならば， 加速

度 の“は最大となる， 上腕の質量をフル とするとき， 肱が上方に及ぼす力 凡．綿は
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２
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次に前腕の長さを ｑ， それが水平軸とのなす角を前と同じく のとすれば， 掌の上方への変位 鉱 は
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次に前腕が骨を軸として回転するときは， それによる力 凡２は（２９）式と同じく

Ｆず２ニブ７２１７′２α′

となり， ｐ＝％ のとき相手の腕を受けたとすると， 上方への力 兄２“は

（４１）Ｆ′汲も＝７鵠γ２α′Ｃｏｓ少ひ

となる． そこで上方への受けの合力 凡一±（３５），（４０），（４１） より
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両前腕を手首の部分で十字に交差させながら， 上へはねあげて受ける強力なわざである． Ｆｉｇ．７

（ａ）のように顔面を標的に突っ込んでくる強大な相手の流し突き

　

風

　

を下から力強く両峯の間には

さみつけてはね上げて Ｆｉｇ．７（ｂ） の如き弧を画かせる， この場合は Ｓ７ の上段受けと違い上方の

みに強力な力を与えて受けるので， 上方への受けの力は左右の腕の力の和 ２Ｆ“ で （４２） より

２凡 訓ザー
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２
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となり， 上段受けの上方への力の成分の２倍の力となる，

Ｓ９． 結

　　　　　

語

受けるという事は非常に難しい． 相手の攻撃目標がどこにあるのか攻撃意図は何であるかととっ

さにはなかなか判断しにくい， ただ防ぐ事のみに終始すれば， いくら上手に受けても何時かは相手

の術中に陥ってしまう， 相手の攻撃を冷静に判断して自分の体勢を有利に導くように， いろいろ変

化しなければならない，
１） 受けについては強い受けで相手の攻撃してくる手脚に強大な打撃を与え， その攻撃意欲を粉

砕する， いいかえれば受けもまた決め技で下段払いはその例である．
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２） 相手の手脚を軽く受け流したり押えたりするもので流し受け， 落とし受けなどはその例であ

る．

３） 受けから決めわざへ行く． つまり受けたら間髪入れずに反撃に転じたり， 受けと反撃を一呼

吸で行なうもので足底回し受け， 上段受けがその例である．
４） 受けによって相手の体勢を崩すもので上段十字受けはその例である．

　

最後にこの研究に対していろいろ御指導， 御批判載いた北海道教育大学札幌分校， 瀬川良弘教授

に深く感謝する．
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